
   

. 

 

冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

■湘南の森 

定例作業予定は、次のとおりです。 

日 時：9月 8日（金）、23日（土・祝） 

情報の必要な方は、下記 HPでチェックをお願いします。 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/                                   (和田記) 

 

★■名瀬谷戸の会 

名瀬谷戸の会の 9月、10月の定例作業予定は、次のとおりです。 

日 時：9月 2日（土）、10日（日）、11日（月）、19日（火） 

       10月 7日（土）、15日（日）、16日（月）、23日（月） 

活動時間：9月は夏時間の予定（9:00～12:00）、気温によって通常時間（10:00～15:00）     （福田記) 

  

 
 

目 次 
 
 

 1P 活動予定 

 5P 活動報告 

11P リレーエッセイ 

13P おすすめマイ・フィールド 

15P 月刊ブックレビュー 

16P 掲示板 

16P 編集後記 

 

草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  https://www.jfik.org/ 

 

ヒマワリ＠座間   （撮影：福田 渉） 

   （撮影：福田 渉） 

 

） 

活動予定 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/
http://ml.jfik.org/kaiin/format/kanagawakai.png
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★■フォレスト21「さがみの森」 

「フォレスト 21さがみの森」は毎月第 2土曜日と第 4 日曜日に定例活動をしています。 

9月は、9日(土)、24日(日)に定例活動を予定しています。 

活動内容は、獣害対策(林床)、斜面の除伐･ツル切り、草刈り、看板修理、間伐木選定(4～6区)等です。 

■集合時間：8：30 

■集合場所：橋本駅(JR横浜線・京王線)南口マクドナルド前 

■参加費 ：300円 

レンタカーに乗り合わせて約 30分、 

相模原市緑区三ヶ木近くの仙洞寺山の国有林で森林整備をしています。 

■持ち物 ：弁当、飲み物 

■ヘルメットや道具等は現地の倉庫にあり、借りられます。 

■天候等による中止の場合 

降水確率が終日高い、台風・雪など活動中や現場までの道のりに危険が予想される場合は中止します。 

その際は、前日の 18時までに「調整さん」に中止の旨を書き込みます。 

 

※※※さがみの森の活動に初めて参加される方※※※ 

①下記の専用フォームに入力してください。 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe3jjsdPZTDt0GH7fK48subNql3FuXefgJJfEt3EHgOpH3r0g/viewform 

その際、｢フォレスト 21 さがみの森｣を知ったきっかけについて、｢NPO 法人全国森林インストラクター神奈川会

の紹介｣と入力してください。 

②または、｢フォレスト 21さがみの森｣担当の樋口満里さんにメールしてください。 

E-mail：sagami@moridukuri.jp  

〒113-0033 東京都文京区本郷 2-25-14 

第一ライトビル 405号室  TEL：03-3868-9535 FAX：03-3868-9536 

※※※2回目以降※※※ 

登録すれば個人宛に案内が届くようになるので「調整さん」に入力してください。         (久保記) 

 

★■神奈川の身近な自然を訪ねて「皇居東御苑・北の丸公園の自然と歴史を訪ねる」 

今回は田川さんが企画しています。 

日 時：9 月 23 日（土・祝）、27 日（水） 定員 50名/日（先着順） 注：両日とも雨天実施（荒天中止） 

集 合：JR 東京駅丸の内北口改札外 10時 注：集合場所にご注意ください。 

解 散：東京メトロ九段下駅付近 14：30頃を予定 

募集定員：各回 50 名 

コースの概要：東京駅（集合） → 皇居東御苑・大手門 → 二の丸庭園 → 本丸跡/天守台 → 北桔橋門 →  

北の丸公園 → 田安門 → 九段下駅（解散）  

歩行距離：約 4.5㎞ 

東京の中心である皇居の東に位置する「皇居東御苑」と北に位置する「北の丸公園」は、高層ビル街に隣接   

しながらも、多様な草花や樹木などを観察することができる都会のオアシスです。 

また、かつての江戸城の本丸・二の丸・三の丸・北の丸であり、その歴史的な遺構を見ることができます。  

雑木林や日本庭園などでは初秋の植物の花や果実が季節の移り変わりを鮮やかに見せてくれていることでしょう。 

多様な植物によって彩られ、憩いの場として多くの人々に親しまれている皇居東御苑と北の丸公園で自然観察

や歴史探訪を楽しみましょう。 

 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe3jjsdPZTDt0GH7fK48subNql3FuXefgJJfEt3EHgOpH3r0g/viewform
mailto:sagami@moridukuri.jp
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＜持ち物についてご注意ください＞ 

・大手門から東御苑に入園する際、簡単な手荷物検査があります。 

・ハサミやカッターナイフ等の危険な物は持ち込むことができません。（バック内に入っていても不可） 

 預けることはできませんので、持ってこないようにしてください。 

 

申し込み：実施日の 5 日前までに、参加申し込みフォームで申し込んでください。 

申し込み状況によっては受付締め切り期日前に受付を終了する場合がありますので、ご了承下さい。 

その他：申し込み・企画の詳細は JFIK ホームページに掲載しておりますのでご覧下さい。 

JFIK 会員によるサポートスタッフの募集を行っています。ご協力いただける方は、鈴置まで、ご連絡ください。 

（大橋記) 

 

★■四季の森公園 

 9月～10月上旬の予定は以下の通りです。集合はいずれも北口管理事務所前です。 

「自然を訪ねて～クモってすごい」 

 何がすごいって、大きな円網を張るクモたちの大部分は、毎日何種類もの糸を繰り出して網を張り、半日過ご

したらそれを全部食べちゃってから寝るそうです。運がいい朝には、夜行性のクモが自分の網を食べてるところ

や昼行性のクモが網を張っているところが見られます。クモの眼の数と足の数が同じって知ってました？ 

 

事前下見：9月 9日（土）10：00～12：00 

当日下見：9月 17日（日）10：00～12：00 

本  番：9月 17日（日）13：00～15：00（12：45受付開始） 

場  所：県立四季の森公園 はす池・あしはら湿原周辺ほか 

スタッフ：リーダー：日比野 サブリーダー：佐藤(淳)、中澤(均) 

 

「特定植物観察会～キクの仲間」 

 キクの種子散布というと、白い綿毛による風散布がまず思い浮かぶのではと思いますが、とげとげやベタベタ

による付着散布のものも結構見られます。水散布のものもあるようです。いろいろ見て回りましょう。昨年は、

25 種以上のキク科植物を観察できました。 

 

事前下見：後日連絡します。 

当日下見：10月 1日（日）10：30～12：00 

本  番：10月 1日（日）13：00～14：30（12：45受付開始） 

場  所：県立四季の森公園 はす池周辺・里山斜面ほか 

スタッフ：リーダー：日比野 サブリーダー：内間，他 1～2名募集中 

 

本番に参加される場合は、公園に電話（045-931-7910）か管理事務所窓口でお申し込みください（メール不可）。 

定員は 20 名、申込期間は実施日直前の 1 週間です。スタッフへの連絡は必要ありませんが、当日は現地で声を 

かけてください。下見に参加される場合は、リーダーにご連絡ください。資料を送ります。下見だけの参加も大 

歓迎です。多くの会員の方々のご参加をお待ちしています。                 （日比野記） 

 

  

 
網張り中のオオシロカネグモ 

 
ガンクビソウ 
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■室内勉強会（Zoomオンラインで実施） 

9月の室内勉強会はR3の寺元 美代さんが講師です。我々森林インストラクターにとって身近な存在のドングリ。

このドングリを中心に縄文人の食文化や講師ご自身の「ドングリ活」など、大変ユニークで、興味深いお話をお

聞きできる機会です。多数の会員の方々にご参加頂ければ幸いです。 

  

日 時：9月 8日（金）19：30～21：00 

講 師：寺元 美代（R3） 

テーマ：どんぐりと縄文と私 

概要：まずは日本で見られるどんぐりを簡単に紹介します。 

最近、よく耳にする縄文時代ですが、縄文時代をどんぐり抜きに語ることはできません！ 

縄文時代には、クリを含むどんぐりをどのように人が活用してきたのでしょうか。 

そして、縄文時代の後は、講師のどんぐり活の紹介をします。 

どんぐりをもっと知ってもらおうと、どんぐりのフリーペーパー「どんぐり日和」を早 4 か月、4 号まで発行中

です。さらにどんぐりをみなさんにも食べてもらいたいと、今年の 4月まで、月に一度の「どんぐりカフェ」を

2年間開店していました。おいしいどんぐりの食べ方もご紹介します。 

今まで知らなかったどんぐりの魅力が見つかるかもしれません。                                （講師記） 

 

日が近づいてきましたら、Zoom ミーティングに入るための URLと参加要領をメールでお送りしますので、お使

いの PCやスマホから、URLをクリックしてご参加ください。皆さんのご参加をお待ちしています。 

  

問合せ先：室内勉強会担当  嶺 義則 📩：ugk58629@gmail.com        📱：090-3532-0479 

              佐藤 淳 📩：sato.forest2807@gmail.com 📱：080-1081-1034      （嶺記） 

 

■山こい倶楽部 

9 月の山こい倶楽部は、2 日に実施しています。10 月の予定は、別途 JFIK ML 等でお知らせします。 

 

 

■森こい倶楽部第五十回ご案内 

以下、ご案内しますので、新会員の皆様、ご家族、ご友人含めて、気楽にご参加ください。 

今回、50回の節目を迎える事が出来ました。これからも新天地を探してご案内予定です。 

 

テーマ：淡水魚の里・水郷田名、相模川段丘の自然と史跡（相模原市中央区）  

プラス Oneテーマ:段丘崖線の樹林 

開催日：10月 8日（日）10:00～15:30 （第二週ですのでご注意ください） 

集 合：JR横浜線 橋本駅改札外 10:00  

リーダー：金子 正美（30年） 

参加費：500円（保険代含む）所持品：名札、昼食、飲み物、雨具、筆記具など。 

原則コロナ以前の状態に戻っての活動とします。 

申込：ご参加の方は 10月 6日までに下記久野宛連絡ください。初参加の方は携帯電話番号もお願いします。 

メールアドレス：masakihisano77@yahoo.co.jp TEL: 090-8280-1816  

 

mailto:ugk58629@gmail.com
mailto:sato.forest2807@gmail.com
mailto:masakihisano77@yahoo.co.jp
tel:9-828-1816
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概要・行程 

県央を流れる相模川の中流河岸に接する水郷田名は、相模川の陽原（みなはら）面と田名原面の河岸段丘面に古

くから開け、古い落ち着いた町並みの中に、渡しの跡、水田開墾と用水路、領主屋敷跡、古刹・神社などの史跡

が多く、保存樹木などの林も広がります。田名バスターミナルから、上段では、武蔵七党横山党の流れをくむ田

名氏館跡周辺の「相模田名民家資料館」など昔ながらの里地を訪ねます。下段に向けた眺望を楽しみ、相模川に

直接接する数 10ｍ比高の段丘崖の迫力、崖線の深い樹林からの湧水（ハケ）、段丘に積もった富士山火山灰地層

の露頭など、興味深い風景も見られます。水郷田名の中心の「相模川ふれあい科学館」では、相模川源流から河

口までの淡水魚の生態を「流れのアクリウム」で観察できます。下流の高田橋を越え、相模川河原から望地（も

うち）の広大な開拓水田で先人の開拓苦労を偲び、湧水（やつぼ）崖線を上がり、陽原歴史地区を通り田名バス

ターミナルに戻ります。初秋の、水郷田名の多様な変化に富んだ自然風情をお楽しみください。 

コース概要 

橋本駅南口         →          →        田名 BT     →田名小学校→大杉公園（田名氏館跡）→相模田名民家資料館    → 蚕（こ）

影山→烏山領高札場旧跡→秋葉大権現→山王坂・徳本念仏塔→相模川滝の渡し→宗祐寺     →相模川幹線用水路

（大堀）→相模川ふれあい科学館（有料）（昼食）    →割烹旭屋→田名八幡宮→新堀用水路（烏山用水）→大鷲

神社・稲荷社→花と芝生広場→高田橋    →江成久兵衛土手→久所（くぞ）渡し→相模川散策路→万平穴→弁天ど

ぶ→望地（もうち）弁財天→望地河原開発記念碑→望地キャンプ場    →遊歩道→望地渡し→やつぼ→六地蔵→馬

のつくろ場→金井家先祖の墓→稲荷社→南光寺→山王社→        田名 BT    →          →        橋本駅     

歩行 7.5㎞（若干アップダウンがあります） 

少雨決行：荒天等で中止する場合は、前日 17:00までに JFIKメールで連絡します。 

 

以降の予定 

11 月 5日（日） 化粧坂から常盤山緑地・常盤邸跡、大仏切通（鎌倉市） 

12 月 3日（日） 篠原城址から小机城址の丘陵と新横浜公園の渡り鳥（横浜市港北区） 

1月 14日（日）（第二週） 早川ビランジュ街道と早川漁港から小田原城内へ（小田原市） 

（事務局代表 久野） 

 

■鳥こい倶楽部 

鳥こい倶楽部の 2023シーズンは、7月で終了しました。2024シリーズは、2023年 12月から始める予定です。 

(中澤(均)記) 

 

■名瀬谷戸の会 

＜定例活動＞ 

作業 1回目 

日 時：8月 5日（土）9:00～12:00 

参加者：合計 45名（JFIK：6 名 地元・地域ボランティア：8名 ファミリー･子供：21名 横浜メダカの会： 

10名) 

作業内容：●ファミリー会員を主体に流しそうめんのイベントを実施した。合わせてカートンドッグも作った。 

●ゾーン１の除草 ●横浜メダカの会の水生生物調査・・・除草、給水、メダカの緊急避難先の水質調査 

活動報告 
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作業 2回目 

日 時：8月 13日（日）9:00～12:00 

参加者：合計 6名（JFIK：4名 地元・地域ボランティア：2名) 

作業内容：●近藤竹林・東電鉄塔周りのササ刈り、セイタカアワダチソウ駆除・刈草片付け、オカトラノオ群落

は保護した。 

 

作業 3回目  

日 時：8月 14日（月）降雨のため中止 

 

作業 4回目 

日 時：8月 21日（月）9:00～12:00 

参加者：合計 16名（JFIK：5 名 地元・地域ボランティア：11名） 

作業内容：●ピザ窯周辺・西斜面の雑草・ササ刈り ●納屋カフェ、久右衛門邸、チャペル廻りの草刈り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 

(福田記) 

作業後、すっきりした 作業の開始時点 

集合写真 流しソーメンを楽しんだ 

 納屋カフェ周りの除草  ピザ窯周辺の除草 
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■四季の森公園「自然を訪ねて～昆虫を探そう」 

日 時：8月 20日（日）13：00～15：00 晴,時々曇 

場 所：県立四季の森公園 北口広場〜はす池周辺 

参加者：一般 14名（個人 4名、親子 4グループ（大人 6名、子ども４名）、

公園職員 1名） 

スタッフ：角田、吉原、日比野、高田(裕) 

 

 開始時の気温は 34度、湿度も約 60％で、蒸し（虫）暑い中での開催。 

参加者は、ビジターセンター横のクーラーの効いた会議室内へ誘導。そし

て全員が揃ったところで開会です。 

まず、資料を投影して 20分ほど説明しました。その内容は、 

① 昆虫の種類はどのくらいなのか、そのうちどのくらい日本にいるのか、 

② 今回のメインになる「虫のしわざ」である食痕や糞などが昆虫を探す

目印になるということ、 

③ 虫のしわざの具体例の説明（ササ、クズ、カタバミ、カラムシほか）、 

④ さまざまな昆虫に関する図鑑の紹介とその特徴の説明、 

⑤ たたいたりつぶしたりしてはいけない虫（ヒメツチハンミョウ、マメ

ハンミョウ、アオバアリガタハネカクシ）など。 

そして、午前中の下見で入手した 

① ハートマークが背中にあるカメムシ（エサキモンキツノカエムシ） 

② アリグモ（ハエトリグモの仲間）、 

③ ミンミンゼミの抜け殻、 

④ やご（コオニヤンマ？）の抜け殻、 

⑤ ハイイロチョッキリのしわざである落ちたコナラの実と葉がついた小

枝を参加者で回覧です。 

外に出て、いよいよ観察開始です。はす池手前のアキニレにいたミンミン

ゼミをその鳴き声とともにみんなで観察。そしてその木にはカメムシやコガ

ネムシなどもいることを参加者と共

に確認しました。池には多くのトン

ボが飛んでいます。リーダー持参のフィールドスコープでウチワヤンマ

を捉えることができ、順番に観察しました。他にもシオカラトンボ、オ

オシオカラトンボ、コシアキトンボなどが見られました。アメンボをと

って、名前の由来でもあるその香りを嗅いでみました。「甘い香りがす

る」という声とともに「うーん、よくわからない」という声もありまし

た。 

ここからは、２つのグループに分かれての行動です。 

ハス池を左回りに回っていくと橋を渡ったところにコナラの緑色の実

と青々とした葉がたくさん落ちていました。そう、ハイイロチョッキリ

のしわざです。参加者と共に殻斗にある穴（ハイイロチョッキリが卵を

産むために開けたもの）を確認しました。それ以降は食痕を中心に見て

いくと参加者からは「こんなに食痕があるのですね。これまで気づきま

会議室での説明 

林縁は虫とむしのしわざが

いっぱい 

枝先にウチワヤンマ 
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せんでした」という声があがりました。そして、参加者の中にも昆虫に詳しい方々がおられ、一緒に見つけては

それに集まることを繰り返しました。 

これまでに記載した以外の主な昆虫は以下のとおりです。 

ヤマイモ類にダイミョウセセリの幼虫、ツマグロオオヨコバイ（バナナムシ）、ササキリ、ウスバハゴロモ、ル

リタテハ、アカタテハ、モンキアゲハ、ムラサキシジミ、ハラビロカマキリ、クロウリハムシ、マメコガネ。 

虫のしわざとしては。クズの食痕（コフキゾウムシ、クズノチビタマムシ、ジカキムシ）、ササの食痕（アワノ

メイガ）、カタバミの食痕（ヤマトシジミ）など 

参加者からは、「普段見ることのないものをたくさん見ることができた」という声がありました。 

（高田(裕)記) 

 

■室内勉強会「森林の国ドイツのこころ」 

日 時：8月 4日（金） 19:30～21:00 

講 師：佐藤 淳（H24） 

会議方法：Web(Zoom)利用のオンライン会議 

参加者：足立(正)、内間、加納、蔵田、坂間、菅原、瀬尾、田口、中澤(均)、塙、日比野、福田、吉無田、 

渡邉、嶺  計 15名 

 

今回の室内勉強会、私の中での子供の時に読んだグリム童話の世

界から、さらに奥深い世界へといざなった。ゲルマニアの森、森の

国ドイツと呼ばれるように森を舞台とするお話が多い。 

昔から現在においてもドイツ人と森の関係は深く、ドイツ人にと

って森が重要な存在、生活の一部である一方、社会の営みの中で移

り変わってきたことも分かりやすく話されていた。 

すべてが森というイメージが大きいドイツ、北部は牧草地、昔は森

だった中部は今ほとんどが農地とブドウ畑となり、南部に今でも深

い森（シュヴァルツヴァルト）が残されているという。その中を「父

なるライン」は急流をなし、それとは対照的に「母なるドナウ」がゆるやかに流れていく。話を聞きながら想像

だけど景色が広がった。 

周囲 9つの国に囲まれる国、ドイツの社会の営みの歴史、その中でソ連のチェルノブイリ原発事故の衝撃は大

きかっただろう。脱原発という意識からか風力発電の景色が広がっているのを見た話を聞いて、昨年、全国イン

ストラクター試験の講習会で風力発電による近隣住民の低体温症の発症について説明を受けたことを思い出し心

配になった。 

近年の温暖化傾向もあり、日本でも環境に対する関心は高まっているが、ドイツ人の環境への意識ははるかに

高そうだ。これは南ヨーロッパよりもキリスト教の信仰が遅れ、ゲルマン人の自然物崇拝が強く続いたことによ

り、そのような意識が生まれてきたことが関係しているようだ。 

ベルリンの東西に走る道路の写真には両側にボダイジュが植樹され、ベルリンの壁のあった道路の上には鉄の

線が埋めこまれている。かつての政治の中心であるワイマールの安らぎの広場にもボダイジュ、ヴィルヘルム・

テルの戯曲にもでてくる樹木だ。その花の香りはすばらしく、豊富な蜜がある。その樹木がドイツの人たちの生

ドイツ南部の森林地帯 
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活に密接に結びついているということが伝わってきた。 

身近な森の林縁に生えるニワトコの木と西洋ニワトコ（エルダフ

ラワー）の比較、ホテルを囲むように生える幹も枝も棘がするどい

サイカチの木の日本とドイツの利用の違い、写真で紹介された西洋

マロニエを見てドイツでは日本人がサクラの木を愛でるように楽し

むということを思い出した。プラタナスの木を枝分かれするところ

で伐りこみをいれ、街路樹を維持している写真も樹木の管理という

意味で発想が面白かった。日本では一般的に受け入れられるかどう

かは心配だけれど…。 

また、私が森で活動するにおいて「森の恵み」と呼んでいるもの

はドングリや木の実、ホダ木でできたシイタケであるが、ドイツで

は森のドングリを食べた豚がソーセージになる。そのソーセージを「森の恵み」ととらえる所は皆さんもおもし

ろいと思えただろう。 

今年も 78回目の原爆の日を迎えた。ドイツの広島と呼ばれている 1945年のドレスデン爆撃は広島、長崎と

同様に「戦争の悲劇」の象徴とされていることを初めて知った。 

「持続可能な社会」と言われているが、どのように取り組み、それがどのように森に影響を与え、その森は人々

にとってどのような意味をもたらすのか、ドイツの人々と森、自然、こうした歴史をたどり考えることで、これ

からを考えるきっかけとなるお話でした。貴重なお話、ありがとうございました。         (内間記) 

 

 

■山こい倶楽部第 95回「乾徳山」 

日 時：8月 11日（金･祝）晴 

場 所：乾徳山 

参加者：吉原(リーダー)、中澤(靖) (サブリーダー)、辻、久保、松井、境、篠田、加納、田口（9名） 

行動時間：6時間 40分 

歩行距離：約 10㎞ 

コース：塩山駅（バス）→ 乾徳山登山口バス停 → 登山道入口 → 国師ヶ原 → 扇平（昼食）→ 乾徳山頂上  

→ 扇平 → 国師ヶ原 → 登山道入口 → 乾徳山登山口バス停 → 塩山駅 

乾徳山は標高 2,031mの山で、山域は奥秩父に属する。 

塩山駅のバス乗り場に集合。「山の日」ということもあり、かなり混

雑した 8：30のバスに乗る。乾徳山登山口バス停で下車すると、猛暑

での熱中症予防の喚起のためか、山梨警察の方々が水分を配っていた。

水分 1.5ℓ程持参してきたが、ありがたく頂く。 

登山口までは緩やかな登りの林道を 30 分程歩く。登山口からは本

格的な山道になり鬱蒼としたスギ、ヒノキ林の急登を行く。途中に「銀

晶水」「錦晶水」という二つの水場があり、水量の豊富な「錦晶水」で

休憩、喉を潤す。冷たくてとても美味しい水だった。周囲はカラマツ

林、広葉樹林へと変わり山道の傾斜が緩くなる。しばらく行くと樹林帯を抜けて視界が一気に広がり、明るい

高原のような国師ヶ原に出た。 

マルバダケブキ 

ワイマールの広場 泉とボダイジュ 
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乾徳山の名は、武田信玄の菩提寺・恵林寺の山号からつけられた

といわれ、恵林寺の開山の夢想国師が修行した山と伝わり、国師ヶ

原の地名になっているそうだ。草を食むシカの群れに出会うが、全

く逃げる気配はない。 

国師ヶ原から扇平までは一直線の登りになる。緩やかな白樺林の

道、マルバダケブキの群生が見事だ。シモツケソウ、ノコギリソウ、

コウリンカ、タチコゴメグサ、ウツボグサなどの花が咲いている。

途中から岩ゴロゴロの急登になり、登りきると辺り一面が草原地帯

の扇平に着いた。昔は牧場だったという、広々とした草原から眺める富士山、甲府盆地の展望が素晴らしい。

「月見岩」という巨大な岩の横を通り、短い昼食休憩をとる。 

扇平から乾徳山への登山道は大ゴロのごつごつした岩道で、コメツガの多い森の中、岩を縫うように登る。

夢想国師が修行をしたといわれる「髭剃岩」「雨乞い岩」「胎内岩」などがあり、いくつかの鎖場やハシゴを越

えて行く。頂上直下の「鳳岩」はほぼ垂直で、高さ 20mの一枚岩の岩壁、慎重に登る。 

乾徳山山頂は巨岩が重なり合った狭い場所だが、小さな岩の祠が

ある。頂上からは 360度のパノラマ展望、少し雲がかかっていたが、

山々の景色を堪能する。 

帰りのバスの時間を考え、早々に下山を開始、往路を下る。無事

16：08の塩山行きのバスに乗れた。 

乾徳山は樹林帯、中腹の草原地帯、頂上近くのスリリングな岩場

と変化に富んでいて、日帰りで登れる 2,000ｍの山。暑さを覚悟し

ていたが樹林帯は涼しく、草原は爽やかな風があり、山頂での直射

日光も思ったほど受けず、楽しく充実した山歩きだった。 

（田口記） 

 

 

■山こい倶楽部 第 96回 ハマイバマル 

日 時：9月 2日（土）晴時々曇 

場 所：ハマイバマル 

参加者：久保（リーダー）、境（サブリーダー）、辻、松井、篠田、中澤（靖）、田口、三樹、引田 （以上 9名） 

コース：甲斐大和駅→湯ノ沢峠避難小屋→大蔵高丸→ハマイバマル→米背負峠→やまと天目山温泉→甲斐大和駅 

（合計 5時間） 

湯ノ沢峠避難小屋まではタクシーではいる。湯ノ沢峠を少し登るとハクサンフウロ、ハナイカリ、ウメバチソ

ウなどの花々が現れ、大蔵高丸からハマイバマルは秋の花々で天国の花園を歩いている感じになる。まわりの山々

には雲がかかり展望がきかないのでなおさら植物観察に力が入る。お花畑となっている場所ではアサギマダラが

数頭ヒラリひらりと舞っていた。あの力みのとれた軽やかな舞い方に遠くまで飛べる秘密があるのかも知れない。

ハマイバマルで昼食を済ませ米背負峠まで下った。峠からは沢沿にやまと天目山温泉まで歩き、温泉前で甲斐大

和駅行きのバスに乗った。 

扇平からの富士山 

乾徳山山頂 
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◆ マルとハマイバについての考察 

今回登った大蔵高丸にハマイバ丸、いずれも山名に「マル」がつく。檜洞丸、畔ヶ丸などまだいくつかの丸が

つく山が存在する。私が 11 年在住していた山梨県大月市で知り得たのはマルの語源が朝鮮語で峰を意味するの

ではないだろうかと言うこと、むかし百済人が甲斐国へ大量に移り住んだと言う記録がある事である。そうだと

すれば、移り住んだ百済人が自分の生まれ育ったふるさとを思い出して峰にマルをつけて懐かしんだとも考えら

れる。「ハマイバ」の名前の由来も不思議である。一般的には「山仕事をする人々が山の神様を祀り、安全を祈願

して破魔矢を射た場所」と言われている。だとしたら、全国でも山名、地名が残っているはずである。ハマイバ

がこの山固有の風習であったなら、なぜなのだろうか。 

なぜこの場所なのか、百済人がこの山深い場所に移り住んだ事も含め小金沢連峰の南部にはロマンがある。ハ

マイバは漢字で「破魔射場」と書く。                              (境記) 

 

 

 

                                      R４ 塙 洋彰 

 
令和 5年に入会した R4新規会員の塙です（自己紹介と近況報告） 

 

NHK の気候変動問題の番組を観て勝手に危機感を憶え、何か自分にもできることが無いだろうかと思いつ

つも、まずは身近にある森や山のことを学んでみようと思ったのが森林インストラクターの受験をしたきっ

かけです。ですので、「草木が好きで」とか「登山が趣味で」といった経験・経緯が私にはほとんどありませ

ん。 

 無知である分だけ好奇心は旺盛ですので、JFIKに入会後にさっそく「山こい」「森こい」および「さがみ

の森 21世紀フォーラム」に参加させて頂きました。いずれも興味深く、引き続き参加させて頂きたいと思っ

ています。今は鎌倉風致保存会での 11月の講演の準備（新人 JFIK会員の義務？）をしております。森林に

関して何もお話しできないので、仕事と多少関連付けて「気候変動問題にチャレンジするスタートアップ（新

興企業）」という仮題で素材集めに大変苦労していることころです(笑)。 

 

リレーエッセイ 
 

お花畑での観察 アサギマダラ 
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 大学時代から逗子葉山沖でヨット活動をしておりまして、

もう 30年ぐらいになります。今でも月１回程度は仲間と一緒

に 33ft のヨットで海に繰り出しております。刻々と変化する

風の強弱と風向をみながら、次の風のトレンドを予測し、コー

ス取りするところがヨットレースの醍醐味です。海に出ると緊

張感と爽快感が相混じって、日常のストレスを一気に解消でき

るのが良いところだと思います。 

 一方で最近は森歩きや山登りをすることも増えてきました。

樹木の緑やにおい、山道での涼風などを感じてじんわりと癒さ

れるところが、格別に心地良いと感じるようになりました。 

  

 森の活動では「フォレスト 21さがみの森」での保全活動に関

心があり、今までに 3回ほど参加させて頂きました。草木の名

前や特徴、道具の扱い方などに限らず、食べものとしての調理

の仕方や、用材として活用方法など、色々と教えてもらってば

かりです。春から参加し、獣害対策と虫害対策のお手伝いをさ

せて頂きました。今後も色々と勉強をさせて頂き、いずれは戦

力としてお役に立てるように頑張りたいと思っております。 

 

 山のほうですが、今年 7 月中旬に奈良県の大峯山（山上ヶ岳）を登ってきました。ここは世界文化遺産に

登録された山岳信仰・修験道の聖地で、今でも山道は女人禁制であります（注：近くに別のコースがあり、

そこは女性も自由にアクセスできます）。麓の寺・龍泉寺にて水行で心身を清め、山伏が先導する山行では修

行として断崖を這い上がり（鐘掛岩）、絶壁から逆さづり（西

ノ覗）にされました。山頂にある大峰山寺参拝のあとの帰路に

は、壮大な山上景色が広がっておりました。 

 

 今後も JFIK での様々な活動に参加させて頂き、数年内には

森林の魅力をしっかりと伝えられる人間になり、引いては気候

変動などの環境問題に対して自分自身の活動のビジョンをしっ

かりと持ちたいと思っております。 

 

  

葉山沖 

さがみの森で獣害対策のお手伝い 

山上ヶ岳の山頂付近からの景色 
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No.23 瀬谷市民の森から三保市民の森へ（徒歩巡礼訓練コース第 2回） 

 -横浜市民の森の宝庫を巡る- （坂間 至朗） 
 

▶ 概要 

私が徒歩巡礼用に訓練しているコース

を紹介する第 2回です。第 1回の終点で

ある「亀甲山」バス停をスタートし、上

瀬谷通信隊跡地、瀬谷市民の森、追分市

民の森、三保市民の森を巡ります。徒歩

巡礼訓練コース第1回の十日市場駅から

「亀甲山」バス停までは、「おすすめマ

イ・フィールド No.22」をご覧いただき

たい。また第 3 回は、「三保市民の森」

バス停をスタートして十日市場駅へ戻る

コースを紹介予定です。 

▶ 第 2 回 「亀甲山」バス停～上瀬谷

通信隊跡地～瀬谷市民の森～追分市民

の森～三保市民の森（三保平） 

「亀甲山」バス停から国道 16 号「亀

甲山」交差点を渡り保土ヶ谷バイパスの

ガードをくぐって直進すると上瀬谷通信

隊跡地の砂利道にでる。道を進むと大きなモミジバスズカケノキが見えるのでそこを左折して瀬谷市民の森の「野

境みち」に入る。入って直ぐ左に上杉氏対後北条氏の「中丸山古戦場跡」の説明板が建っている。武蔵国と相模

国のせめぎあい、まさに「境」の地域である。 

瀬谷市民の森内の「野境みち」の谷側がスギ林、山側がヒノキ林と適地適木であることに注目されたい。この

辺りは川が最終的に東京湾もしくは相模湾に注ぐかの分水嶺である。帷子川の源流があり、こちらは東京湾に注

ぐ。一方、和泉川（→境川に合流）の源流があり、こちらは相模湾に注ぐ。降った水滴たちの運命の分れ道！い

ずれにしろ太平洋で会えるか？この水滴は海で雲となり陸で雨となって私の体を潤す横浜の水として戻ってくる

かもなどと、水滴の旅を思う。 

森を抜け、「野境道路」の「瀬谷高入口」交

差点を目指す。近くの「西部病院前」バス停

から三ツ境駅にエスケープできる。「瀬谷高入

口」交差点を渡って直ぐ左折し、追分市民の

森の「なかみち」に向かう。初春にはでウグ

イスカグラがきれいに咲く（写真右）。 

この先、谷戸に出て「追分みち」を行く。

追分みち沿いの右側は「矢指町（やさしちょ

う）小川アメニティ」と呼ばれ、ゾーン分け
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された季節ごとの花畑が見事である（写真右：矢指町

小川アメニティのヒマワリ畑）。 

この辺りは瀬谷、上川井、追分、矢指、と四つの横

浜市民の森が連続して隣接している貴重な地域である。 

左にきれいなトイレを見て保土ヶ谷バイパスのガー

ドをくぐり直ぐ「旭高橋」を渡り、下川井テニスクラ

ブ手前を左に上り沢なりに行き、大きな石（力石）を

左折する。帷子川の「下川井橋」を渡り国道 16号に出

たら八王子方面に向かいコンビニ（トイレ利用可）を

過ぎ「川井本町」交差点を右折し、直ぐ次の路地を左

折して住宅街に入り園芸種を愛でる。大きなマンションが正面に見えたら右折して道なり進む。 

次の左折はやや難しい。上空を見上げ！高圧線にならって真下を

左折する。まっすぐ進み三保市民の森の東端の尾根道にでる。T字

路で標識があり、「尾根道、ほおじろ」方向に左折する。ここには横

浜市民の命の導水路があり、100mで 6cm下がるわずかな勾配で道志

川からの水を自然流下させている。「シダ図鑑」の解説プレートが園

内に点在しており、シダを勉強するには大変良いところである。「シ

ダ図鑑」（ホシダ）のプレート（写真左）がある「ほおじろ」を抜

け、「三保平」の大きなカイノキの隣の東屋で休憩する（トイレ・水

飲場あり）。 

巡礼訓練コース第 2 回は、「三保平」を下り、庚申塔のあるＴ字

路を右折するとすぐの「三保市民の森」バス停までとする。 

■アドバイス 

▶ アクセス 

 始点：神奈中・相鉄バスで三ツ境駅、十日市場駅から「亀甲山」バス停下車 

終点：「三保市民の森」バス停。ここより神奈中バスで中山駅行きもしくは逆方向で鶴ヶ峰駅行きに乗車 

1時間に 2本 

▶ 昼食＆休憩 

 コース途中にはレストラン無し。本文国道 16 号沿いのコンビニで買って、ベンチ、水飲場、トイレがある

最終地点近くの三保市民の森内の「三保平」での食事がお勧めである。前半の「聖マリアンナ医科大学横浜

市西部病院」にもコンビニあり。 

▶ 上瀬谷通信隊跡地 

かつての在日米海軍基地であり、2015年に日本に返還され今は横浜市が管理している。地権者が野菜を大規

模栽培して地産地消に貢献している。瀬谷区の面積の約 15%を占める広大な跡地で、2027年に国際園芸博覧

会の開催が予定されている。今後道路の新設や拡幅も予想され、開発と環境のバランスが課題である。 

▶ 三保市民の森 

梅田川の源流部に位置する。散策路は地形に合わせて尾根道、谷道、プロムナードと三つのコースがある。

プロムナードはいくつものシダの谷を横切っていて、10箇所以上にも及ぶ「シダ図鑑」の解説プレートが園

内に点在している。谷道にある「シダ図鑑」（イノデ）に依れば、イノデの仲間だけでも雑種を含め 14 種が

記録されているという。 
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書 名：京都故事物語（上）（下） 

編 者：奈良本辰也 

出版社 : 河出書房新社 「河出文庫」 

出版日：昭和 58年 8月（初版） 

価 格：上下とも各 480円（当時） 

内 容： 

編者は高名な日本歴史学者。元立命館大学教授。1913 年生まれ 2001年没。 

本書は編者が京の様々な故事をその歴史を掘り起こし分かりやすくまとめたもの。 

また、昭和 58年発行ということで京都の古い伝統がまだ色濃く残っていた時期を描いていると思われる。その意

味でも貴重な記録である。 

取り上げられた故事の数は，上巻 86，下巻 71 にのぼる。植物に限っても興味深い話が散見する。例えば「柳の

酒」。室町時代後半、初めての樽酒。それまでは陶器の壺を使っていた。柳の樽は湿りをやると木にぬめりがでて

きてすき間をなくしてしまう。高級酒として一世を風靡したそうだ。次に「本能寺のサイカチ」。同寺にそびえる

古怪なサイカチの老木を目印に明智軍勢は暁暗の襲撃を敢行したとのこと。また光秀は襲撃直前の連歌の会終了

後、出された愛宕粽（あたごちまき）をササの葉ごと口に運んだという。彼の心の揺らぎやいかに。 

私は今まで京都は苦手と敬遠していた。ところがこの 5月縁あって鴨川踊りを観賞し、一見さんお断りのお座敷

で芸者さんの舞姿を目の当たりにし、さらに京都府立植物園で丹精込めて集められ育てられてきた草木たちに出

会ってから、すっかり京都ファンになってしまった。 

皆様に-----「とくに植物園は必見」。 

（なお、本書は神保町の古書店でたまたま見つけたものですが、現在、古書として Amazon、楽天などのサイトで

入手可能）                                                                                    （狛） 

  

月刊ブックレビュー 
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8月度の会員異動 

8月31日現在 会員数160名 

 

月例会 

8月の月例会はお休みです。 

 

会費納入のお願い 

令和 5年（1月～12月）の会費納入をお願いします。 

会 費：メール会員 3,000円、郵送会員 4,000円  

納入期日：令和 5年 2月末日。 

 

■振込先 横浜銀行 戸塚支店（359）  口座番号：普通預金 6174917 

 名 義：ＮＰＯ法人 全国森林インストラクター神奈川会  

    （エヌピーオーホウジン ゼンコクシンリンインストラクターカナガワカイ） 

 

なお、横浜銀行のカード振込をされますと手数料がお得です。横浜銀行に口座をお持ちでない方も横浜銀行のATM か

ら振込をされますと若干ですが手数料が安くなります。 

※【お願い】全ての会員におかれましては、銀行振込での会費納入をお願いします。 

ご質問等ありましたら、会計担当 石川までご連絡下さい。 

メール：amelieamelie92@gmail.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行者：NPO法人全国森林インストラクター神奈川会（略称 JFIK） 発行人：中澤 均   
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ⓒNPO法人全国森林インストラクター神奈川会  

記事・写真等の無断転載を禁じます。 

掲 示 板 

編集後記 

ベランダのユズの葉を食してい

る幼虫 5匹を鉢ごと室内に入れ

ておいたらみんな蛹になりまし

た。ただ 2匹は行方不明です。

もうすぐアゲハチョウが飛び出

してくる予定です。（かじうら） 

近場の渓流で子供達に 

ライフジャケットを着せ

て沢登りを楽しみまし

た！ (松山) 
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